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はじめに

当施設は、ふたつの機能を兼ね備えております。1 階は埋蔵文化財センターと

して、市内埋蔵文化財の発掘調査やそれに伴う出土品の整理・保管・研究を、

行ってまいりました。2 階は博物館的な施設として、隣接する国史跡海会寺跡

出土の国指定重要文化財をはじめ、調査などによって得られた市内文化財の情

報をひろく市民に還元する施設です。これまで、施設内での歴史講座や体験学

習などのほか、学校教育機関への出張講座などの普及啓発事業を行ってまいり

ました。

本書は、当施設の事業のうち、平成 25 年度に実施した普及啓発事業をまとめ

たものです。これまでのご理解とご協力に御礼申し上げますとともに、今後も

市民の皆様のご要望にお応えできるよう、より充実した事業展開に努めてゆく

所存であります。

泉南市教育委員会
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1．施設の概要
略沿革

 平成 6 年 7 月～平成 7 年 3 月　基本設計及び実施設計。

 平成 7 年 3 月 浄化槽設置工事完成。

 平成 7 年 6 月 海会寺跡出土遺物 302 点が国の重要文化財

       に指定される。

      　 史跡海会寺跡整備事業完了。「史跡海会寺

       跡広場」として一般開放開始。

 平成 8 年 3 月 埋蔵文化財センター竣工。 

       1 階埋蔵文化財センター部門供用開始。

 平成 9 年 4 月 埋蔵文化財センター条例、同施行規則施行。

       展示施設一般開放開始。

 平成 10 年 7 月 重要文化財海会寺跡出土遺物を常設展示と

       する特別展示室オープン。

1  荷解場

2  警備員室

3  女子更衣室

4  休憩室

5  トイレ

6  ポンプ室

7  仮収蔵庫

8  洗浄室

9  遺物整理室

10 記録整理室

11 写場・暗室・乾燥室

12 図面収蔵庫

13 写真収蔵庫

14 特別収蔵庫

15 収蔵庫 1

16 収蔵庫 2

17 収蔵庫 3

18 展示ケース

19 ＣＯ 2 ボンベ室

20 風除室

21 エレベーター

22 受付

23 事務室

24 特別展示室

25 展示準備室

26 展示ホール

27 図書情報コーナー

28 トイレ

29 サロン

30 講堂兼視聴覚室

31 倉庫

32 調査研究室

33 図書保管室

34 会議室

施設全体図

施設

鉄筋コンクリート造地上 2 階耐火構造

 敷地面積   4602.24 ㎡

 建築面積   1164.82 ㎡

 延床面積   1893.86 ㎡

 1 階    990.89 ㎡

 2 階    902.97 ㎡

 総室数   1 階 27 部屋

       2 階 16 部屋

泉南市埋蔵文化財センター事業費 (平成 7 年度完成分まで )

 設計委託    11,433,000 円

 設計事管理委託  8,446,000 円

 浄化槽設置工事  43,260,000 円

 建築工事    762,200,000 円

 植裁工事    6,180,000 円

 上水道施設負担金等 958,000 円

 用地購入    532,018,944 円
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2．組織・職員

  教育長 蔵野博司

  教育部 部長 上ノ山正人

   　  次長 小林　宏

  生涯学習課  課長　梶本秀之

   文化財保護係 係長　岡　一彦（本庁勤務）   

       　主査　城野博文（埋蔵文化財センター勤務）

       　主査　河田泰之（埋蔵文化財センター勤務）

3. 利用者数と利用形態
月別入館者数

開館

日数

大人 子ども
計

男 女 男 女

4月 23 158 147 38 22 365

5 月 23 105 105 81 55 346

6 月 0 6/1 から 7/31 まで

空調工事のため休館

0

7月 0 0

8 月 24 271 224 116 111 722

9 月 21 116 39 20 16 191

10 月 24 81 64 103 83 331

11 月 22 125 114 84 64 387

12 月 20 140 107 25 34 306

1 月 21 125 81 22 20 248

2 月 21 123 96 29 38 286

3 月 23 242 257 214 222 935

計 222 1486 1234 732 665 4117

施設外への出張事業（依頼・共催）-2

月日 施設名（依頼内容） 人数

4月23日
市立新家東小学校

（6年：砂川奇勝と砂川遊園についての出張授業）
39

4月30日
市立砂川小学校

（6年：縄文土器づくり）
84

5月2日
阪南市立上荘小学校

（まが玉づくり：6年生の社会科）
56

5月14日
市立一丘小学校

（6年：ハニワづくり）
64

5月22日
市立青少年センター

（子ども元気広場：組みひも）
6

5月23日
市立鳴滝小学校

（子ども元気広場：組みひも）
10

5月27日
市立東小学校

（6年：土器づくり）
10

5月29日
市立青少年センター

（子ども元気しんげ：組みひも）
5

5月31日
市立砂川小学校

（6年：土器焼き）
84

6月10日
市立一丘小学校

（6年：土器焼き）
64

6月19日
立青少年センター

（子ども元気広場しんげ：プラ板アクセサリー）
6

6月19日
市立青少年センター

（子ども元気広場青少年センター：プラ板）
6

6月20日
市立鳴滝小学校

（子ども元気広場なるたき：プラ板）
14

7月6日
泉南歴史研究会

（市内歴史に関する講座の講師依頼
20

7月7日	
岸和田市立きしわだ自然資料館

（依頼講座：プラ板）	
20

7月12日
市立東小学校

（6年：土器焼き）
10

7月13日
市立鳴滝小学校

（子ども元気広場なるたき：組みひも）
20

7月16日
市立砂川小学校

（6年：縄文クッキー）
84

7月24日
市立青少年センター

（子ども元気広場青少年センター：まが玉ネックレス）
5

7月31日
市立青少年センター

（子ども元気広場しんげ：まが玉ネックレス）
4

8月1日
樽井公民館	

（出前まいぶんクラブ：組みひもづくり）
27

8月2日
信達公民館	

（出前まいぶんクラブ：組みひもづくり）
18

8月8日
西信達公民館

（出前まいぶんクラブ:組みひもづくり
8

8月9日
新家公民館	

（出前まいぶんクラブ:組みひもづくり
13

8月22日
樽井公民館	

（出前まいぶんクラブ:まが玉づくり
16

8月23日
信達公民館	

（出前まいぶんクラブ:まが玉づくり
25

8月29日
西信達公民館

（出前まいぶんクラブ:まが玉づくり
24

8月30日
新家公民館	

（出前まいぶんクラブ:まが玉づくり
18

9月5日
文化庁文化財部

（事例報告:第３回ミュージアムエデュケーター研修
52

9月18日
市立青少年センター

（子ども元気広場しんげ:割りばし鉄砲
13

9月25日
市立青少年センター

（子ども元気広場青少年センター:割りばし鉄砲
4

9月26日
市立鳴滝小学校

（子ども元気広場なるたき:割りばし鉄砲
26

10月3日
市立あおぞら幼稚園

（保護者対象の人権研修:まが玉づくり
40

10月15日
市立鳴滝小学校

（子ども元気広場なるたき:まが玉づくり
8

10月20日
岸和田市立きしわだ自然資料館

（依頼講座:プラ板）
20

10月23日
市立青少年センター

（子ども元気広場青少年センター：手裏剣づくり）
6

10月30日
市立青少年センター

（子ども元気広場しんげ：こすってアート）
13

11月2日
泉南歴史研究会

（市内歴史に関する講座の講師依頼
20

11月20日
市立青少年センター

（子ども元気広場青少年センター：こすってアート）
12

11月21日
市立鳴滝小学校

（子ども元気広場なるたき：割りばし鉄砲）
8

11月27日
市立青少年センター

（子ども元気広場しんげ：組みひも）	
5

12月12日
市立鳴滝小学校

（子ども元気広場なるたき：こすってアート）
11

12月18日
市立青少年センター

（子ども元気広場青少年センター：組みひも）
10

施設外への出張事業（依頼・共催）-1
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視察

施設外への出張事業（依頼・共催）-3

月　日 機　関　名 人　数 備　考

1 月 23 日 茅ヶ崎市教育委員会 1
史跡整備および普及啓

発事業など

12月25日
学童

（新家ちびっこ：組みひも）
20

12月25日
市立青少年センター

（子ども元気広場しんげ：組みひも）	
10

1月7日
学童

（新家ちびっこ：組みひも）
20

1月10日
市立信達小学校（民具など16件・市内資源発見活用事業登

録物件：3年生への社会の教材として活用）
150

1月14日
市立西信達小学校（民具など16件市内資源発見活用事業登

録物件：3年生への社会の教材として活用）
73

1月21日
市立雄信小学校（民具など16件市内資源発見活用事業登録

物件：3年生への社会の教材として活用）
44

1月22日
市立青少年センター（子ども元気広場しんげ：たたきゴマ・

市内資源発見活用事業登録物件）
7

1月29日
市立青少年センター（子ども元気広場青少年センター：たた

きゴマ・市内資源発見活用事業登録物件）
8

1月30日
市立雄信小学校（3年生の社会科での出張授業：民具をもち

いたクイズ・市内資源発見活用事業登録物件）
44

1月30日
市立鳴滝小学校（子ども元気広場なるたき：たたきゴマ・市

内資源発見活用事業登録物件）
16

2月1日
府立弥生文化博物館

（講師依頼：企画展関連講座）
70

2月19日
市立青少年センター（子ども元気広場しんげ：かしてっぽう・

市内資源発見活用事業登録物件）
10

2月20日
市立鳴滝小学校（子ども元気広場なるたき：かしてっぽう・

市内資源発見活用事業登録物件）
14

2月26日
市立青少年センター（子ども元気広場青少年センター：かし

てっぽう・市内資源発見活用事業登録物件
8

3月28日
府立弥生文化博物館（「弥生フェスタ」での講座依頼：組み

ひも・ストロー管玉）
272

合計　1774人

依頼元 内容 点数

貝塚市教育委員会
【資料複写】平成 19 年度文化財総合調査業務委託調

査成果の複写：貝塚市史編纂資料として保管する為
1 冊

泉南市地域包括支援セ

ンター六尾の郷

民具などのパネル借用（回想法のツールとして使用・

市内資源発見活用事業登録物件）
63 件

個人 
オリジナル紙芝居の貸出し（市立東小学校での紙芝居

上演のため）
2 冊

市立東小学校 銅鐸、銅鏡、銅剣の複製品（6 年生の社会科の教材と

して使用）
3 点

市立砂川小学校
砂川奇勝の写真パネル借用（3 年生 101 名への地域

学習用教材に利用・市内資源発見活用事業登録物件）
1 件

市立図書館
民具など借用（行事開催にかかる展示として使用する

ため・市内資源発見活用事業登録物件）
10 件

大阪府南部農業共済組

合

【写真掲載】『かけはし』大阪府南部農業共済組合広

報紙 Vol.26 での施設紹介
2 点

市立新家東小学校 戦時中の資料借用（6 年生 211 名の授業で使用、反

戦コーナーに展示・市内資源発見活用事業登録物件）
22 件

泉大津市教育委員会
【写真掲載】写真（海会寺跡全景、相輪模型、軒丸瓦

写真、セン仏：講演会広報媒体への写真掲載）
4 枚

個人 
【資料観察】刻印レンガの調査・市内資源発見活用事

業登録物件
5 件

個人
【資料観察】岡中遺跡・林昌寺瓦窯出土資料：市内ボ

ランティアガイドにかかる知識獲得のため
一括

個人 
【資料複写】引き札のデータ提供（参考資料とするた

め・市内資源発見活用事業登録物件）
1 件

泉南市地域包括支援セ

ンター六尾の郷

民具などのパネル、実物資料の借用（市認知症コー

ディネーター研修・市内資源発見活用事業登録物件）
63 件

貝塚市立西小学校
【資料貸出】糸車　1 点　（1 年生への国語の教材と

して活用・165 名・市内資源発見活用事業登録物件）
1 件

個人
【資料観察】からさお：大阪府下におけるからさおの

調査研究のため・市内資源発見活用事業登録物件
2 件

ぴあ株式会社
【写真掲載】写真（外観、相輪模型、展示室内

ガイドブックへの掲載）
3 枚

市立信達中学校
戦時中の市内の写真（3 年生 239 名の社会科の授業

で使用・市内資源発見活用事業登録物件）
15 件

いきいきネット相談支

援センターせんわ

民具の貸出（ふれあいサロン：8 か所 125 名での話

題作りのため・市内資源発見活用事業登録物件）
6 件

新家東区いずみ台分区

自主防災会

樽井煉瓦製造所製レンガの収集（防災かまどベンチに

使用するため・市内資源発見活用事業登録物件）
1 件

鳴滝小学校
【資料貸出】行事開催にかかる貸し出し（たたきゴマ・

かしてっぽう・市内資源発見活用事業登録物件）
2 件

合計　208

【内訳】市内資源発見活用事業登録物件：192 件、文化財の調査成果資料：16

資料貸出など

おもな団体見学

月日 団体名（内容） 人数

5 月 9 日 市立一丘小学校６年生（施設見学・まが玉づくり） 64

8 月 1 日 堀病院（デイセンター・民具をつかったお話し会の実施） 25

8 月 2 日 堀病院（デイセンター・民具をつかったお話し会の実施） 20

8 月 22 日 教育課程研究会（施設見学・普及啓発プログラムの内容説明） 80

10 月 7 日 鳴滝小学校 1 年生（遠足：紙芝居ほか） 32

10 月 7 日 新家東小学校（1・2 年生の秋の遠足：見学と紙芝居） 71

1 月 28 日 堺市ボランティアガイド （館内、史跡公園説明） 23

3 月 19 日 根来街道グリーンツーリズム協会（館内、史跡公園説明） 20

合計　335 人

月　日 団体名 内容 人 数

7 月 26 日 指導課
市内小中学校初任者研修（体験学習

の実施）
30

8 月 13 日 保育子育て支援課
いちおか広場でのむかし遊びの実施

（紙ひこうき）
10

8 月 27 日 保育子育て支援課
いちおか広場でのむかし遊びの実施

（紙ひこうき）
15

1 月 14 日 保育子育て支援課
いちおか広場でのむかし遊びの実施

（たこ作り）
15

1 月 28 日 保育子育て支援課
いちおか広場でのむかし遊びの実施

（たこ作り）
15

2 月 25 日 保育子育て支援課
いちおか広場でのむかし遊びの実施

（組みひもづくり）
15

その他依頼
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4. 展示

常設展示

「海会寺跡」
 内容 隣接する国史跡海会寺跡からの出土品のうち、国重要文化財指 

  定物件を中心に展示。海会寺跡の歴史的価値をわかりやすく紹介。

企画展示

「魅力ある泉南の景観パネル展 - 熊野街道沿い」
 期間 3 月 11 日～ 4 月 27 日

 内容 市内所在の魅力ある景観の存在と、保護の必要性を周知するこ 

  とが目的。応募のあった魅力ある景観の情報を共有することで住民 

  主体の自律的な景観保全の仕組み作りにつながると見込まれる。

「思い出のせんなん写真展」
 期間 4 月 13 日～ 6 月 28 日

 内容 泉南市内で撮影された写真を持ち主の思い出を添えて紹介する 

  ほか、当時の暮らしの道具なども展示。あわせて市民などから写真 

  を募集した結果、６件の応募があった。

「むかしあそび展」
 期間 ８月 1 日～８月 30 日

 内容 むかしのおもちゃを館内に設置。利用者が自由に遊べるように 

  した。併せて指導役としてボランティアを募った。

「泉南の個性豊かなレトロなレンガ展」
 期間 10 月 15 日～ 12 月 27 日

 内容 全国屈指の生産地であった岸和田市、 貝塚市、泉南市域の工場 

  で生産された、刻印のあるレンガ を展示。あわせて、祠や家屋の塀 

  など「レンガが見え隠れする景観」の魅力を紹介した。

「泉南引き札展」
 期間 平成 26 年 1 月 7 日～ 3 月 31 日

 内容 泉南市内及び泉佐野市内の商店の引き札を 41 点展示。あわせて

  市民に類似資料の募集を呼び掛けた。

5. 体験学習

「まいぶんクラブ」
 内容 身近な昔の暮らし体験を通じて、歴史文化への興味関心を持つ 

  きっかけを提供することが目的。ボランティア 4 名に協力を得た。

①まが玉づくり 5/11（土）参加者 12 人

古代人の気持ちになって自分のまが玉をデザイン。

②土器づくり 5/25（土） 参加者 18 人

縄文土器を見て、文様やデザインの意味を考えながら土器づくり。

③人形づくり 8/6（火）参加者 1 人

軍手人形をづくり。衣装は、昔の人がどんな暮らしをしていたかを

考えながら製作。

④割り箸鉄砲作り 8/13（火）参加者 6 人

むかし遊び体験。割りばしをつかったゴム鉄砲づくり。各自作ったあ

とに、まと当て大会を実施。

⑤まいぶん宝探し　８/20（火）　参加者 15 人

埋蔵文化財センターのバックヤードツアーを、宝探しゲームにして

実施。

⑥ちょきん埴輪８/27（火）参加者 29 人

夏休みの宿題 + 考古学のプログラム。形象埴輪を観察後に、意味を

考えながら埴輪兼ちょきん箱を製作。

⑦プラ板キーホルダーづくり 10/26（土）参加者 11 人

出土遺物の形や文様をプラ板に書き写して好きな色を塗った後に、

焼き縮める。

⑧こすってアート 11/9（土）参加者 6 人

色鉛筆で出土遺物の乾拓をとり、組み合わせてアートな？作品に仕

上げる。

⑨ツタの壁飾りづくり 12/14（土）参加者 24 人

史跡海会寺跡広場にある雑木林で材料をあつめて壁飾り。

⑩カレンダー作り 12/26（木）参加者 35 人

史跡海会寺跡広場にある雑木林で材料を集めてカレンダーづくり。

⑪組みひもづくり 1/25（土）参加者 15 人

飛鳥時代の組みひもの作り方でミサンガづくり。

⑫カマドベンチづくり 2/9（日）参加者 32 人

泉南市内で作られたレンガを使ったかまどベンチづくり。文化財活

用促進（せんなんカンヴァス推進）事業とだき合わせ。

まいぶんクラブ「こすってアート？」の作品

まいぶんクラブ「土器づくり」のようす

まいぶんクラブ「かまどベンチづくり」のようす
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6. フィールドワーク
 今年度のテーマは、「古道を訪ねる - 竹内街道 -」。大阪と奈良とを結

ぶ古道「竹内街道」にスポットをあて、この古道を訪ね、周囲の文化財

などを見学することによって、古道の歴史的価値を参加者と考えること

とした。（総登録者数 42 名・ボランティア 2 名）

第 1 回 説明会 4/3（水）

第 2 回　現地見学①　4/24（水）「太子町」

参加者 32 名（ボランティア 1 名）歩行距離約 10km

近鉄上ノ太子駅～妙見寺～竹内街道歴史資料館～科長神社～小野妹

子墓～二子塚古墳～推古天皇陵～葉室古墳群～敏達天皇陵～用明天

皇陵～松井塚古墳の石槨～聖徳太子墓～叡福寺）　

第 3 回　現地見学②　5/22（水）「堺市・河内松原市」

参加者 33 名（ボランティア 2 名）歩行距離約 11km

南海堺駅～与謝野晶子生家跡～開口神社～堺市役所展望ロビー～長

曽根神社～金岡神社～大泉緑地～近鉄岡バス停＜バス移動＞近鉄河

内松原駅

対象事業 内　容 協力者数
フィールドワーク

歴史倶楽部

現地見学時の引率

説明補助
2 人

まいぶんクラブほか

参加体験型学習
プログラムの企画・実施 4 人

　文化財活用促進事業

（わがまちカンヴァス事業）

ワークショップへの参加

イベントの企画実施

60 人

約 140 人

ご協力いただいた事業とその内容

第 4 回　現地見学③　6/5（水）「河内松原市～羽曳野市」

参加者 38 名（ボランティア 2 名）歩行距離約 9km

近鉄河内松原駅～柴籬神社～埴生坂伝承地～野中寺～仁賢天皇陵～

小口山古墳～峯ヶ塚古墳～古市大溝跡～翠鳥園遺跡公園～白鳥陵古

墳～近鉄古市駅　

第 5 回　現地見学④　7/3（水）「羽曳野市～太子町」

参加者 34 名（ボランティア 1 名）歩行距離約 6km

近鉄古市駅～白鳥神社～蓑の辻～西琳寺～金刀比羅神社～川向の道

標～石川河川公園～杜本神社～月読橋～駒ヶ谷の道標～飛鳥戸神社

～観音塚古墳～近鉄上ノ太子駅

第 6 回　講座　8/7（水）「古道を訪ねる - 竹内街道 -」

参加者 35 名（ボランティア 2 名）

第 7 回　現地見学⑤　9/4（水）「太子町～葛城市」

参加者 27 名（ボランティア 1 名）歩行距離約 7km

近鉄上ノ太子駅＜バス移動＞六枚橋バス停～井関の道標～道の駅（近

つ飛鳥の里・太子）～万葉の森～岩屋口～鹿谷寺跡～竹内峠～綿弓

塚～長尾神社～近鉄磐城駅

第 8 回　現地見学⑥　10/2（水）「香芝市～葛城市」

参加者 35 名（ボランティア 2 名）歩行距離約 8km

近鉄二上駅～大坂山口神社～加守廃寺～石光寺～高雄寺～傘堂～鳥

谷口古墳～中将姫墓塔～當麻寺～近鉄当麻寺駅

第 9 回　現地見学⑦　11/6（水）「葛城市～橿原市」

参加者 34 名（ボランティア 1 名）歩行距離約 12km

近鉄磐城駅～長谷本寺～石園坐多久虫玉神社～高田寺内町（専立寺）

～常光寺・高田城跡～曙公園～曲川環濠集落（徳応寺・金橋神社・

八幡神社）～曽我遺跡～大日堂・入鹿神社～近鉄大和八木駅　

第 10 回　現地見学⑧　12/4（水）「橿原市～明日香村」

参加者 35 名（ボランティア 1 名）歩行距離約 11km

近鉄大和八木駅～札の辻～耳成山（耳成山口神社）～醍醐環濠集落

～藤原宮大極殿跡～朱雀大路跡～古宮遺跡～雷丘～雷丘東方遺跡～

甘樫丘～＜バス移動＞近鉄橿原神宮前駅　

第 11 回　講座　12/18（水）まとめ

参加者 30 名（ボランティア 1 名）

7. 文化財普及啓発ボランティア
活動への参加を通じて文化財保護の必要性を認識してもらうことが目

的。ボランティア活動の場と参加体験型学習への参画機会を提供する

ことで、施設の新規利用者の獲得も見込まれる。

歴史倶楽部　現地見学のようす
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8. 市内資源発見活用（せんなんのたからもの）事業
泉南市に関連する文化遺産（広義の文化財＝せんなんのたからもの）

の価値を最大化させることが目的である。住民と行政が、文化遺産の

活用を通して文化財保護の必要性を共有することを目標とする。住民

に地域への誇りを持つきっかけを提供することで、市域の活性化が見

込まれる。現在 3 つの段階にわけて事業をすすめ、各段階ごとに目標

を設定している。

段階１　文化財の認識をひろめる
　「せんなんのたからもの」を公募する。「せんなんのたからもの」とは、

　時代や価値などの基準は設けず、①泉南市に関係するもので、②所有

　する人が大切だと思い、③活用したいとつよく思うものとする。登録

　物件は持ち主の所有とする。

　目標  ・住民に「せんなんのたからもの（広義の文化財）とは何

      か？」を考えるきっかけを提供する。

     ・「せんなんのたからもの」を公開する方法や活用方法に

      ついて、所有者や利用者の要望を把握する。

利用者による主体的な登録物件の活用

段階２　情報を共有する
　応募のあった「せんなんのたからもの」を随時閲覧可能な状態で公開

　することで、ひろく活用をうながす。公開する手段は、前段階で把握

　した所有者や利用者の要望を反映する。

　目標  ・利用者による主体的な活用をうながし、地域の宝として

      の認知をひろめる。

     ・利用者の意見をもとに、具体的な活用形態を把握する。

段階３　利用者が活用しやすい環境をつくる
　前段階で把握した具体的な活用形態を実現するために、エコミュージ

　アム化など「せんなんのたからもの」を利用者が主体となり活用でき

　る環境づくりをおこなう。

　目標  ・活用をきっかけとした人間関係の構築をうながし、維持

      発展させる。

     ・泉南市らしい仕組み作りを行う。

【登録物件の活用について】

　教育・生涯学習・地域活動の素材として、グループや個人が利用する

　ことをいい、活用方法は持ち主の承諾さえ得られれば特に制限はない。

行政による登録物件の公開
形態 名称など 内容 公開の方法など その他公開方法 回数 件数

印刷物 広報せんなん 毎月掲載。登録物件を個別に紹介 全戸配布 泉南市ウェブサイト 12 12

展示 思い出のせんなん写真展 古い写真 168 件以上を、持ち主の思い出を添えて展示。 会期：4/13-6/28 会場：埋蔵文化財センター - 1 168

展示 むかしあそび展 昔の遊びを動態展示。叩きゴマを設置。 会期：８/ １-8/31 会場：埋蔵文化財センター - 1 1

展示
泉南の個性豊かなレトロな

レンガ展
登録物件のうち市内レンガ生産にかかる資料を展示。 期間：10/13-12/27 会場：埋蔵文化財センター - 1 12

事業
わがまちカンヴァス事業

（文化財活用促進事業）

登録物件のうち市内レンガ生産にかかる資料を活用。3/15

のイベントでは、たたきゴマ・どんぐり鉄砲を体験できる

機会を提供した。

会場：埋蔵文化財センター

ワークショップ６回（11/21、12/12、1/6、1/23、

2/3、2/9）。イベント 1 回（3/15）

- 7 14

展示 泉南引札展 引札２件を展示。 会期：１/ ７- ３/31 会場：埋蔵文化財センター - 1 2

23 回　209 件の登録物件を公開した　

月日 種別 活用の主体 活用方法 件数

4 月 23 日 学校教育・小学校 市立新家東小学校　6 年 砂川奇勝と砂川遊園についての出張授業 1

5 月 8 日 事業者・高齢者 泉南市地域包括支援センター六尾の郷 民具などのパネル借用（回想法） 63

5 月 29 日 学校教育・小学校 市立砂川小学校 砂川奇勝の写真パネル借用（3 年生 101 名への地域学習用教材として利用 1

6 月 1 日 庁内・生涯学習 市立図書館 民具など借用（展示資料として、行事開催にかかる展示として使用するため） 10

6 月 3 日 学校教育・小学校 市立新家東小学校 戦時中の資料借用（6 年生の授業で使用、反戦コーナーに展示） 22

8 月 19 日 個人・市外 個人 【資料観察】刻印レンガの調査 5

12 月 26 日 個人・市内 個人 【資料複写】引き札のデータ提供（市場の歴史を残す会での参考資料とするため） 1

1 月 8 日 事業者・高齢者 泉南市地域包括支援センター六尾の郷 民具などのパネルおよび実物資料の借用　（泉南市認知症コーディネーター研修：回想法） 68

1 月 8 日 学校教育・小学校 貝塚市立西小学校 【資料貸出】糸車（１年生への国語の教材として活用） 1

1 月 10 日 学校教育・小学校 市立信達小学校 民具など（3 年生への社会の教材として活用 16

1 月 14 日 学校教育・小学校 市立西信達小学校 民具など（3 年生への社会の教材として活用 16

1 月 14 日 研究・博物館 個人 【資料観察】からさお大阪府下におけるからさおの調査研究のため 2

1 月 21 日 学校教育・小学校 市立雄信小学校 民具など（3 年生への社会の教材として活用） 16

1 月 22 日 庁内・生涯学習 市立青少年センター 子ども元気広場しんげ（たたきゴマ） 1

1 月 29 日 庁内・生涯学習 市立青少年センター 子ども元気広場青少年センター（たたきゴマ） 1

1 月 30 日 学校教育・小学校 市立雄信小学校 3 年生の社会科での出張授業（民具をもちいたクイズ） 16

1 月 30 日 学校教育・小学校 市立鳴滝小学校 子ども元気広場なるたき（たたきゴマ） 1

1 月 30 日 学校教育・中学校 市立信達中学校 戦時中の市内の写真（3 年生の社会科の授業で使用 15

2 月 6 日 事業者・高齢者 いきいきネット相談支援センターせんわ 民具の実物資料の貸出：ふれあいサロン（8 か所）での話題作りのため 6

2 月 10 日 個人・市内 新家東区いずみ台分区自主防災会 樽井煉瓦製造所製レンガの収集（防災かまどベンチに使用するため） 1

2 月 19 日 庁内・生涯学習 市立青少年センター 子ども元気広場しんげ（かしてっぽう） 1

2 月 20 日 学校教育・小学校 市立鳴滝小学校 子ども元気広場なるたき（かしてっぽう） 1

2 月 26 日 庁内・生涯学習 市立青少年センター 子ども元気広場青少年センター（かしてっぽう） 1

3 月 1 日 学校教育・小学校 鳴滝小学校 【資料貸出】行事開催にかかる貸し出し（たたきゴマ・かしてっぽう） 2

3 月 15 日 報道・新聞 産経新聞社 わがまちカンヴァス事業の記事掲載 1

4 月 1 日 報道・ミニコミ 「ふぁみせん」（陸風社） わがまちカンヴァス事業の記事掲載 1

　26 回　270 件の登録物件が活用された　
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9. 文化財活用促進（せんなんカンヴァス推進）事業

■はじめに
　本事業は、泉南市教育委員会生涯学習課（以下、泉南市）が、大阪府

府民文化部都市魅力創造局文化課（以下、大阪府）・大阪府立江之子島

文化芸術創造センター（以下、enoco）の支援1）を受け企画・実施した。

　事業の実施にあたり、ご協力いただいた住民の方々をはじめ、

伊藤煉瓦製造所、三和煉瓦製造所、樽井煉瓦製造所、泉南の里

山を大切にする会、泉南案内人の会、大苗代地車保存会、Deca

のとんぼ玉工房 Glisten、泉南太鼓塾、アコーディオンサークル

ぼちぼち、いずみバンド、旧庄屋屋敷山田家住宅、（公社）大

阪府猟友会信達支部、泉南市立一丘中学校吹奏楽部、泉南市立

信達中学校ギターマンドリン部、泉南市立図書館、子育て支援

センターひだまり、大阪府立近つ飛鳥博物館、きしわだ自然資

料館、国枝よしみさん（大阪成蹊短期大学）、社会福祉法人い

ずみ野福祉会、enoco プラットフォームサポーターには多大な

るご支援、ご協力をいただきました（敬称略・順不同）。深く

感謝いたします。

■事業のねらいと概要
　この事業は、泉南らしい文化財保護の仕組みづくりを目的とする。住

民などと文化財の新たな活用を、継続的に実施することで、「シビック

プライド２）」の醸成をめざす。事業の実施にあたり、プレーヤー増と、

オープンな参画を志向する。埋文が地域のプラットフォームづくりの役

割を担う。初年度は、大正時代から昭和初期にかけて全国屈指の生産高

を誇った泉南地域のレンガ生産に関連する文化財を主題とした。

　平成 25 年 10 月から平成 26 年 3 月にかけて、泉南市埋蔵文化財セン

ター（以下、埋文）および史跡海会寺跡広場（以下、広場）を会場に、

展示、ワークショップ、イベントなどの事業を実施した。オープンな住

民参画を志向し、ワークショップ、かまどベンチづくりのほか、建材と

して使うレンガの提供や、企画展示の内容提供など、多様な住民にかか

わってもらえる機会を設けた。

■大阪府・enoco の支援決定までの経緯
　泉南市では、文化財保護施策の一環として、文化財の多面的な活用方

法の創造に取り組んできた。住民の主体的な意思による文化財の活用を

促すことで、自律的な文化財保護の仕組みづくりにつなげるためだ。取

り組みをすすめるうえで重要なのが、より多面的な活用方法の提示にあ

る。より多面的な活用方法を創造することができれば、文化財を活用す

る住民をふやすことができると考えられるためだ。

　この取り組みの課題が、アイデア不足。学校教育や生涯学習のほか、

福祉や観光などの分野での活用方法の検討および実践に取り組んできた

が、それ以外のあらたな活用方法が見出せずにいた。

　そんななか、大阪府から「わがまち（＊選定された市町村名）カンヴァ

ス推進事業」の意向確認があった。内部で検討の結果、意向ありとの内

容で回答した。アートやデザインの視点で、文化財の多面的な活用を創

造することができると見込まれたためだ。

■大阪府・enoco からの支援内容
　大阪府と enoco の支援があったからこそ立案・実施できた事業といえ

る。事業の企画・実施にあたり、大阪府と enoco からフィードバックを

受けることができたからだ。

　具体的な支援内容は、事業内容の企画にあたっての打合せ（合計 8 回）

と、ワークショップの実施。打合せは、事業の企画段階からおこなった。

泉南市が作成した草案をもとに、5 回の打合せをへて事業内容を確定し

た。その後は、ワークショップの進め方についての打ち合わせと、イベ

ント内容や実施方法などの助言などを受けることができた。かまどベン

チづくりワークショップは、事前の企画や当日の進行など、全面的な支

援を受けたほか、完成記念イベントのプログラム作成に際しては、enoco

プラットフォームサポーターとデザイナーの支援を得ることができた。市内でみられる「レンガの見え隠れする風景」

市内でみられる「レンガの見え隠れする景観」



8

支援決定までの経過

大阪府・enoco からの支援

住民・団体へのアプローチ

かまどベンチに用いるレンガ調達

レンガに関連する企画展示

大阪府・enoco の支援による
ワークショップ

泉南市で自主開催の
ワークショップ

■5/30　「わがまちカンヴァス事業」事業の意向確認（大阪府）

■6/14　意向ありと回答（泉南市）

■6/19　大阪府のヒアリング（場所：埋文）

■7/11　泉南市を支援対象として決定（大阪府）

■7/25　打合せ①（場所：enoco）

■8/2　住民との打合せ（事業参画の意向確認）

■8/6　打合せ②（場所：enoco）

■8/9　住民との打合せ（かまどベンチの具体案について話し合い）

■8/23　打合せ③（場所：enoco）

■9/1　団体との打合せ（事業参画の意向確認）

■9/11　打合せ④（場所：enoco）

■9/18　団体との打合せ（事業参画の意向確認）

■9/27　住民との打合せ（事業内容の説明）

■10/8　かまど用レンガの引取り（提供者 3名）

■10/11　報道発表：企画展「泉南のレトロなレンガ展」の開催

■10/15　企画展「泉南のレトロなレンガ展」開催

■9/19　事業内容確定

■10/25　事業趣旨の説明（泉南市商工会）

■10/31　報道発表：「かまどベンチづくりワークショップ」の参加者募集

■11/8　打合せ⑤（場所：埋文）

■11/14　事業趣旨の説明（泉南市観光協会ワーキングチーム）

■11/20　事業趣旨の説明（泉南市自主防災組織協議会）

■11/21　第 1回ワークショップ（場所：埋文・20 名）
■12/4　かまど用レンガの引取り（提供者 1名）

■12/12　第 2回ワークショップ（場所：埋文・18 名）
■12/17　打合せ⑥（場所：enoco）

■12/25　かまど用レンガの個数確認（提供者 1名）

■12/26　かまどベンチ当初案完成

■1/9　プログラム検討会（場所：埋文・13名）

■1/15　打合せ⑦（場所：enoco）

■1/23　第 3回ワークショップ（場所：埋文・19 名）

■2/3　スープ検討会（場所：埋文・5名）

■2/7　打合せ⑧（場所：enoco）

■2/9 かまどベンチ作りワークショップ（場所：埋文・37 名）
■2/9　プログラム検討会（場所：埋文・19名）

■2/28　報道発表：「春だ！祭りだ！全員集合 !!」の開催

■12/27　企画展示終了

■3/7　完成記念イベント打合せ（場所：埋文・10名）

■3/14　スープ作り（場所：埋文・2名）

■3/15　完成記念イベント「春だ！祭りだ！全員集合 !!」

■2/4　かまど用レンガの引取り（提供者 1名）

泉南の個性豊かな
レトロなレンガ

大阪の近代化をささえた泉南のレンガ

泉南地域でのレンガ生産は、全国有数の

規模で *、その製品は大阪市内を中心に

出荷されていたようです。
＊泉南市教育委員会の調査による

全国屈指の生産高

泉南市埋蔵文化財センター企画展示

泉南はレンガのまち！

市内を歩くと、家屋や塀、

橋台など、ちょっとしたと

ころにレンガをみかけるこ

とはないですか。このよう

な「レンガが見え隠れする

景観」は、明治時代から昭

和４０年代までの間に、市

内に４か所のレンガ工場が

あった名残りなのです。

レンガの
見え隠れする
景観

【問合せ先】泉南市埋蔵文化財センター　

〒590-050 大阪府泉南市信達大苗代 374-4 史跡海会寺跡広場前　Tel.072-483-6789　Fax072-483-7089　メールアドレスmaibun@city.sennan.lg.jp

個性豊かな泉南のレンガ

当時、泉南で生産されたレン

ガは個性豊かでした。明治時

代から大正時代にかけて泉南

で生産されたレンガには個性

豊かな刻印が記されています。

個性的なデザイン

くわしく
知りたい方は
まいぶん *へ
*泉南市埋蔵文化財センター

展示期間：平成25年 10月 15日から 12月 27日まで
開館時間：午前9時半から午後4時半（入場無料）休館日：土・日曜、祝日（ただし10/26・11/9・11/16・12/14は開館）

事業の経過

＊泉南市で行った、個別の団体や住民との打合せについては、そのすべてを記載していない。
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■住民・団体へのアプローチ
　多様な住民にかかわってもらうため、事業の企画段階から住民や団体

へ事業内容の説明や意見交換、事業参画の呼びかけをおこなった。住民

参画の事業はこれまでも実施してきたが、今回のような規模の大きいも

のは初めての試みであったためである。結果、本事業に約 140 名の方々

に関わって頂くことができた。

■かまどベンチに用いるレンガの調達
今回製作したかまどベンチのレンガは、すべて泉南市内でかつてつくら

れたものを使用した。事前に市広報などで募集した結果、4 名から 700

個ほどのレンガを確保できた。提供していただいたレンガは、自宅のレ

ンガ塀を取り壊したあとに大事に残しておいたものや、家にあった「へっ

ついさん」に使われていたものなど、思い入れがあり今まで処分せずに

保管していたものばかりだった。

■レンガに関連する企画展示
　泉南はレンガのまちだったことを紹介する展示会を開催した。内容は

おおきく３つ。まず、泉南地域が昭和初期まで全国屈指のレンガ生産地

だったことを統計資料で紹介し、当時の「個性豊かな」デザインのレン

ガを展示。加えて、泉南地域独特の景観として「レンガの見え隠れする

景観」を写真パネルで紹介することで、泉南らしさのひとつとして認識

してもらうためだ。開催期間中の来場者は、約 1,000 人。

■大阪府・enoco の支援によるワークショップ
　かまどベンチのデザインと、完成記念イベントの企画を行うための

ワークショップを実施した。ワークショップの企画および進行は enoco

の支援を得た。

第 1 回ワークショップ　11/21　
事業趣旨の説明のあと、4 班にわかれ、①泉南の良い所と②かまどベ

ンチの使い方を各自で書き出した。最後に、①と②をミックスした案

を班ごとに発表した。

第 2 回ワークショップ　12/12
　参加者の意思で、かまど班と、プログラム班に分かれてのワーク

ショップ。かまど班はベンチのデザインとレイアウトを、プログラム

班は完成記念イベントで実施するプログラムの絞込みと、各プログラ

ムのレイアウトを検討した。

第 3 回ワークショップ　1/23
　前回と同じく、かまど班と、プログラム班に分かれてのワーク

ショップ。かまど班はベンチのデザインを確定し、完成記念イベント

で提供する料理は宿題となった（2/3 に持ち越し）。プログラム班は、

前回のアイデアをベースにさらに話し合いを進めた。

かまどベンチづくりワークショップ　2/9
　ワークショップで完成したかまどベンチを作るワークショップ。ク

リエーター3人とワークショップのかまど班のメンバー5人が「親方」

となって、事前に応募のあった 32 名と一緒にかまどベンチを作った。

途中、参加者には 3/15 のチラシ用のイラストを描いてもらったり、

あったまるプログラムを体験してもらった。

2/9のワークショップの様子

大阪府・enocoの支援によるワークショップ

住民向けの事業の説明資料（企画展示のチラシ）

【問合せ先】泉南市埋蔵文化財センター　

〒590-050 大阪府泉南市信達大苗代 374-4 史跡海会寺跡広場前

Tel.072-483-6789　Fax072-483-7089　

メールアドレスmaibun@city.sennan.lg.jp

  

「せんなんカンヴァス（文化遺産活用促進）事業」とは、

多くの住民の方のアイデアをもとに、泉南固有の文化遺

産（泉南らしさ）を使いこなすことで、その魅力を積極

的に楽しむ事業です。この事業は、大阪府主催「おおさ

かカンヴァス推進事業」のノウハウを活かし、大阪府・

大阪府立江之子島文化芸術創造センター (enoco) からの

技術協力などを受けて実施するものです。 

埋蔵文化財センターでは、「泉南らしさ（文化遺産）」を、

皆さんと一緒に楽しく使いこなす取り組みを始めます。

初回のテーマは「泉南のレトロなレンガ」。

レンガをテーマにしたイベントなどを

予定しています。 

「レトロなレンガで

　かまどベンチ作り」参加者募集
レンガを使った建築作業の体験。泉南市内で作られ

た個性豊かなレンガをつかって、職人さんと一緒に

「かまどベンチ」をつくります。

【とき】平成 26 年１月を予定 

 （決まり次第お知らせします）

【ところ】埋蔵文化財センター

【定員】６歳以上の子どもを含むグループ

　　　　10 組程度（多数抽選）

【問合せ】埋蔵文化財センター

みんなで
作る！

「泉南の個性豊かな

　レトロなレンガ展」 
昭和初期まで、泉南地域は

全国有数のレンガ生産地でした。

個性豊かな当時のレンガのほか、その周辺に今も残る

「レンガが見え隠れする景観」をご紹介します。 

【とき】10 月 15 日㈫～ 12 月 27 日㈮ 

午前 9 時 30 分～ 4 時 30 分 、土日祝は休館

（土曜日は開館日あり） 【入館料】無料 

【ところ】埋蔵文化財センター

＊下記の土曜日は開館してます

10/26・11/9・11/16・12/14

まずは
見に来て！

「泉南市内で作られた

　レンガ」を募集
泉南市内で作られた

レンガは、全国的に見ても個性的 ! 皆さんがお持ちの

レンガを使って埋蔵文化財センターの広場にかまど

ベンチを作ります。 

【こんなレンガです】レンガに刻印があります。

　「タルイ」「TARUI」「STR」など。  

【応募方法】まずはお電話で。

【応募条件】持ち主の方からの応募に限ります。  

【問合せ】埋蔵文化財センター

みんなで
集める！

「文化財の活用から

　はじめる

　地域の魅力づくり」参加者募集
皆さんが思う「泉南らしさ（文化遺産）」を、話し合いを

とおして、楽しみながら使いこなす取り組みです。あな

たのアイデアをカタチにしませんか 。 

【内容と日程・全３回のワークショップ】

テーマは泉南のレンガを使った「かまどベンチ」のデザ

インと、使いこなしのためのイベント企画です。

　ワークショップ１「アイデアの発掘」

　平成 25 年 11 月 21 日（木）19：00 ～ 21：00

　ワークショップ２「みんなで、できること」

　　平成 25 年 12 月 12 日（木）19：00 ～ 21：00

　ワークショップ３「各々ができること」

　　平成 26 年 1月 23 日（木）19：00 ～ 21：00

【進行役】濱本庄太郎さん（enoco ディレクター）

【場所】埋蔵文化財センター

【定員】30 名程度

【対象】3 回のワークショップと、イベント実施に参加・

協力していただける方（交通費など自己負担となります）。

【申込み】メールかファックスで、氏名・住所・連絡先を

明記の上、埋蔵文化財センターまで

みんなで
カタチに！

せんなんカンヴァス事業
「泉南らしさ」を楽しく使いこなす取組み
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■泉南市で自主開催のワークショップ
　当初予定していたワークショップに参加できなかった方、また「宿題」

となった内容については、必要に応じて追加でワークショップを開催し

た。

1/9 プログラム打ち合わせ
　完成記念イベントで実施するプログラムの絞り込みを行った。第 2

回ワークショップに参加できなかった住民の方々も交えて、具体的な

内容について話し合った。

2/3 スープ検討会
　完成記念イベントで提供するスープのレシピを、実際に試食しなが

ら決定した。4 名が作った試作品を試食し検討の結果、玉ねぎ、にん

じん、キャベツなどの春野菜をコンソメベースで煮込んだ「泉南ポト

フ」に決定した。

2/9 プログラム検討会
　完成記念イベントで実施するプログラムのうち、広場を会場に実施

するものの内容についての打合せ。これまでワークショップに参加で

きなかった住民の方々を交えて、プログラムの内容を検討した。

3/7 完成記念イベント検討会
　　完成記念イベントの全体の進行などを確認した。完成記念イベン

ト当日の全体の流れと、各ゾーンの責任者同士の顔合わせ、会場で注

意するべきことなどの情報を共有した。

3/13 スープ作り
　完成記念イベントで提供するスープの調理手順について話し合った

のち、具材 200 人分を加工した。

　　
■完成記念イベント「春だ！祭だ！全員集合！！」
　日時：3/15　10：00 から 15：00

　埋文と広場を会場に、27 のプログラムを実施した。大切にしたのは

「色んな世代、いろんな人が楽しい」で、メインターゲットは「親子連

れ」。会場を 5 つのゾーンに分け、古代衣装、演奏、料理、チリメンモ

ンスター、ネイチャークラフトなどメインターゲットを意識したプログ

ラムを用意した。

　事前のイベント告知、当日配布するプログラムは、兼用とした。全体

のデザインはデザイナーに依頼。表紙のイラストは、2/9 のかまどベン

チづくりワークショップの参加者が描いたイラストを使用したほか、か

まどベンチのイラストとタイトルおよび文章は enoco プラットフォーム

サポーターに協力を得ることができた。

注

1）大阪府と enoco から「わがまちカンヴァス推進事業」として支援を受けた。この

事業は「おおさかカンヴァス推進事業で蓄積したノウハウを元に市町村の取り組みを

支援し、連携して実施する」もので、「府が技術的な支援を行うことで、アートやデ

ザインを活用した、市町村域の公共空間活用の推進、地域の活性化、魅力発信等につ

なげていくことをねらい」とする。

２）伊藤香織 + 紫牟田伸子監修 2008『シビックプライド‐都市のコミュニケーショ

ンをデザインする』

　　事業概要　

■本事業に参画した住民 約 140 名

■かまどベンチに用いるレンガの提供者 4 名（約 700 個）

■レンガに関連する企画展示の来場者 約 1,000 名

■大阪府・enoco の支援によるワークショップの参加者 55名（のべ116名）

  内訳：11/21（20 名）、12/12（18 名）、1/23（19 名）

   　2/9（プログラム検討会19名・かまどづくり32名・かまど班8名）

■泉南市で自主開催のワークショップの参加者　29 名（のべ 49 名）

  内訳：1/9（13名）、2/3（5名）、2/9（19名）、3/7（10名）、3/14（2名）

■完成記念イベント「春だ！祭だ！全員集合 !!」の参加者

  約 600 人 （内訳：来場者約 460 人・スタッフ約 140 人）

■本事業の紹介

 J:COM「ホームタウン」（平成 25 年 12 月 9 日～ 12 月 15 日）

 産経新聞朝刊：大阪府下版（平成 26 年 3 月 15 日）

    『ふぁみせん』No.147　4 月号（平成 26 年 4 月 1 日） 

完成記念イベント「春だ！祭りだ！全員集合！！」のようす
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【時間】14:00 ～

かまどベンチ完成記念イベントの

プログラム兼チラシ
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は
じ
め
る
地
域
の
魅
力
づ
く
り
」
と
は
■

「
泉
南
市
の
資
産
（
す
て
き
な
人
々
・
歴
史
や
文
化
・
自
然
な
ど
）」
と
、「
住
民
や
団
体
な
ど
の
ニ
ー
ズ
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
」

を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、「
地
域
の
魅
力
・
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。
ま
い
ぶ
ん
（
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

を
舞
台
に
、だ
れ
で
も
参
加
で
き
る「
オ
ー
プ
ン
な
参
画
」を
志
向
す
る
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
で
、シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド（
そ

の
ま
ち
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
、
そ
の
ま
ち
の
た
め
に
ス
テ
キ
な
こ
と
を
し
た
い
気
持
ち
）
の
醸
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
今
回
の
テ
ー
マ
「
レ
ト
ロ
な
レ
ン
ガ
」
と
、
泉
南
の
深
い
か
か
わ
り
に
つ
い
て
■

泉
南
は
全
国
一
の
レ
ン
ガ
生
産
地
で
し
た
　
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
泉
南
地
域
は
全
国
屈
指
の
レ
ン

ガ
生
産
地
で
し
た
。
大
正
9
年
に
は
、
全
国
で
作
ら
れ
た
レ
ン
ガ
の
う
ち
、
6
個
に
1
個
が
泉
南
地
域
で
作
ら
れ
て
い
た

ほ
ど
で
す
。
泉
南
市
内
に
も
、
4
つ
の
レ
ン
ガ
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
全
国
一
の
レ
ン
ガ
生
産
地
と
し

て
、
泉
南
地
域
は
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
レ
ン
ガ
　
当
時
の
レ
ン
ガ
に
は
、
各
工
場
独
自
の
刻
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
樽
井
煉
瓦

製
造
所
（
泉
南
市
）
の
刻
印
は
、
抜
群
の
デ
ザ
イ
ン
。
今
の
製
品
に
は
見
ら
れ
な
い
個
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
レ
ン
ガ
の
見
え
隠
れ
す
る
景
観
」　
泉
南
地
域
に
あ
っ
た
8
か
所
の
工
場
周
辺
の
住
宅
地
を
丹
念
に
見
る
と
、塀
や
祠
、

民
家
の
天
落
ち
溝
や
、
民
家
の
壁
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
に
レ
ン
ガ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
屈
指
の
レ
ン
ガ
生

産
地
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
み
ら
れ
る
「
泉
南
ら
し
い
」
景
観
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

日
時
：
平
成
25
年
11
月
21
日
（
木
）

 
19
：
00
～
21
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
20
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

19
：
00
　
主
催
者
あ
い
さ
つ
（
泉
南
市
よ
り
）

19
：
05
　
事
業
の
趣
旨

19
：
10
　
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
「
他
己
紹
介
」

19
：
30
　
今
日
の
目
標
の
説
明
な
ど

19
：
40
　
①
「
泉
南
の
良
い
と
こ
ろ
」
を
話
し
合
う

20
：
00
　
②
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
の
使
い
方
」
を
話
し
合
う

20
：
20
　
③
ふ
た
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
ミ
ッ
ク
ス
す
る

20
：
50
　
④
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ア
イ
デ
ア
を
発
表

21
：
05
　
ま
と
め
・
紹
介
カ
ー
ド
の
説
明

21
：
10
　
終
了

■
こ
の
日
の
な
が
れ
　
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
と
「
他タ

コ 己
紹
介
」
の
後
、
参
加
者
が
4
つ
の
班
に
わ
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
各
人
が
思
う
「
①
泉
南
の
良
い
と
こ
ろ
（
資
産
・
資
源
）」
を
、
次
に
各
グ
ル
ー
プ
で
10
0
個
を

目
標
に
「
②
か
ま
ど
ベ
ン
チ
の
使
い
方
」
に
つ
い
て
実
現
し
て
み
た
い
ア
イ
デ
ア
を
、フ
セ
ン
紙
に
書
き
込
み
ま
し
た
。
最
後
は
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
出
た
「
泉
南
の
良
い
と
こ
ろ
」
と
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
の
使
い
方
」
を
ミ
ッ
ク
ス
。
参
加
者
は
時
間
に
追
わ
れ

な
が
ら
も
、
自
由
な
発
想
で
25
通
り
の
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
の
使
い
こ
な
し
ア
イ
デ
ア
」
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
し
て
み
た
い
！
-ア
イ
デ
ア
発
表
の
よ
う
す

■
各
班
ご
と
の
ア
イ
デ
ア
（
各
班
の
ア
イ
デ
ア
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
展
示
中
）
■

■
１
班
の
ア
イ
デ
ア
■
 

・「
タ
コ
な
ど
の
海
の
名
産
品
」
+
「
囲い

ろ
り

炉
裏
」

・「
水
ナ
ス
や
タ
マ
ネ
ギ
」
+
「
ピ
ザ
」

・「
空
が
広
く
気
持
ち
い
い
」
+
「
将
棋
な
ど
の
ゲ
ー
ム
」

・「
人
の
つ
な
が
り
が
深
い
」
+
「
談
笑
で
き
る
ベ
ン
チ
」

・「
ヒ
メ
ボ
タ
ル
」
+
「
足
湯
」

・「
歴
史
め
ぐ
り
」
+
「
舞
台
に
な
る
」

＊
他
に
「
フ
キ
が
美
味
」、
「
昔
あ
っ
た
砂
川
遊
園
」
な
ど
の
良

い
と
こ
ろ
と
、「
花
壇
」、
「
凸
凹
ベ
ン
チ
」、
「
木
陰
を
作
っ
て

ペ
ア
ベ
ン
チ
」、
「
焼
き
菓
子
パ
ー
テ
ィ
ー
」、
「
レ
ン
ガ
の
迷

路
」、「
木
陰
を
つ
く
っ
て
ペ
ア
ベ
ン
チ
」、「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ア
ー

チ
を
作
り
愛
の
ポ
ー
チ
に
す
る
」、
「
レ
ン
ガ
を
敷
き
つ
め
る
」、

「
ド
ー
ム
型
カ
マ
ド
（
タ
ン
ド
ー
ル
？
）
の
ベ
ン
チ
」
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。

■
次
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ご
案
内
■

テ
ー
マ
「
実
行
す
る
ア
イ
デ
ア
を
選
ぶ
（
仮
）」

各
班
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
ベ
ン
チ
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
決
定
。

日
時
：
平
成
25
年
12
月
12
日
（
木
）
午
後
7
時
～
午
後
9
時

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
担
当
：
城じ
ょ
う
の 野
・
河
田
）　

　
　
　
　
TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
て
み
た
い
方
、

大
歓
迎
で
す
！

せ
ん
な
ん
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
つ
い
て
の

問
合
せ
、
ご
意
見
は
こ
ち
ら
ま
で

■
２
班
の
ア
イ
デ
ア
■

・「
ま
つ
り
」
+
「
工
作
用
の
窯
」

・「
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
の
夕
陽
」
+
「
冷
水
ベ
ン
チ
」

・「
わ
く
わ
く
広
場
」
＋
「
足
湯
」

・「
水
な
す
や
ガ
ッ
チ
ョ
な
ど
」
+「
ダ
ッ
ヂ
オ
ー
ブ
ン
用
竈か
ま
ど

」

・「
ま
ち
な
か
の
花
（
藤
・
ツ
ツ
ジ
）」
+
「
積
み
木
ベ
ン
チ
」

・「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」
+
「
街
灯
」

・「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
+
「
囲
炉
裏
ベ
ン
チ
」

＊
他
に
「
男
里
川
の
干
潟
」「
ホ
タ
ル
」、
「
藤
祭
り
」
な
ど
の

良
い
と
こ
ろ
と
、「
へ
っ
つ
い
さ
ん
ベ
ン
チ
」、
「
卓
球
台
」、
「
楽

器
と
し
て
遊
べ
る
」、
「
花
壇
に
な
る
」、
「
自
由
に
形
を
変
え
ら

れ
る
ベ
ン
チ
」「
ペ
ッ
ト
散
歩
の
休
憩
に
使
え
る
あ
っ
た
か
ベ

ン
チ
」、
「
階
段
ベ
ン
チ
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。

■
３
班
の
ア
イ
デ
ア
■

・
泉
南
の
食
材
を
調
理
で
き
る
、
ぬ
か
床
付
き
ベ
ン
チ

・
梟
ふ
く
ろ
う の
眼
の
よ
う
に
、
夜
に
な
る
と
光
る
ソ
ー
ラ
ー
ベ
ン
チ

・
バ
ラ
や
ツ
ツ
ジ
を
植
え
る
、
花
ベ
ン
チ

・
み
ん
な
で
作
る
大
き
な
造
作
ベ
ン
チ

＊
他
に
「
人
が
お
お
ら
か
」、
「
川
沿
い
の
桜
並
木
」、
「
信し
ん
だ
ち 達
本

陣
」、
「
熊
野
街
道
の
家
並
み
」、
「
海か
い
え
じ

会
寺
跡
」、
「
砂
川
奇
勝
」、

「
山
田
家
住
宅
」
な
ど
の
良
い
と
こ
ろ
と
、「
寝
こ
ろ
ん
だ
ら
冷

た
く
気
持
ち
い
い
ベ
ン
チ
」、
「
赤
ち
ょ
う
ち
ん
ベ
ン
チ
」、
「
竹

酒
が
飲
め
る
」「
地
酒
の
熱
燗
が
飲
め
る
」、
「
た
き
火
が
で
き

る
」、
「
親
子
の
目
線
が
合
う
親
子
ベ
ン
チ
」「
階
段
式
ベ
ン
チ
」、

「
犬
の
リ
ー
ド
が
付
け
ら
れ
る
ベ
ン
チ
」「
作
る
楽
し
み
を
味
わ

え
る
ベ
ン
チ
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。

■
４
班
の
ア
イ
デ
ア
■

・
漁
港
と
炉
ば
た
を
組
み
合
わ
せ
た
鮮
魚
BB
Q
ベ
ン
チ

・
泉
南
の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
講
習
会
ベ
ン
チ

・
泉
南
市
出
身
歌
手
を
呼
べ
る
よ
う
な
、
舞
台
な
ベ
ン
チ

・
恋
人
同
士
専
用
の
二
人
掛
け
用
ベ
ン
チ

・
カ
ッ
プ
ル
の
手
形
が
入
っ
た
メ
モ
リ
ア
ル
ベ
ン
チ

・
大
き
な
鍋
で
海
鮮
鍋
を
つ
く
る
ベ
ン
チ

・
タ
コ
足
型
ア
ー
ト
な
ベ
ン
チ

・
タ
コ
料
理
を
つ
く
る
（
専
用
？
）
ベ
ン
チ

＊
他
に
「
た
め
池
が
多
い
」
な
ど
の
良
い
と
こ
ろ
と
、「
座
る

と
羽
根
が
は
え
る
ベ
ン
チ
」、
「
燻く
ん
せ
い 製
が
で
き
る
ベ
ン
チ
」、
「
市

民
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
に
す
る
」、
「
収
穫
祭
」、
「
デ
ー
ト
な
ベ

ン
チ
」、
「
天
体
観
測
（
月
見
）
が
で
き
る
ベ
ン
チ
」
な
ど
の
ア

イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。

大阪府・enocoの支援によるワークショップの概要

第１回目11/21のニュースレター
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
み
た
い
方
、
大
歓
迎
で
す
！

せ
ん
な
ん
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

交
野
市
で
は
、
森
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
！

「
か
た
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
」
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

同
じ
取
り
組
み
が
、
交
野
市
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ザ

窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
、
キ
ャ
ン
ド
ル
で
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
ア
ー

ト
の
展
示
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
。

日
時
：
12
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
7
時

場
所
：
大
阪
市
立
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園

 
（
京
阪
交
野
線
「
私き
さ
い
ち 市
」
下
車
、
徒
歩
約
6
分
）

問
合
せ
・
行
っ
て
み
た
い
方
は
：
48
3-
67
89
（
河
田
）
ま
で

■
ご
あ
ん
な
い
■

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
で
の
話
し
合
い
■

「
色
ん
な
世
代
、
い
ろ
ん
な
人
が
楽
し
い
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
！

　
大
事
に
し
た
い
の
は
、「
家
族
・
親
子
」
な
ど
「
あ
ら
ゆ
る

世
代
」
の
「
誰
も
が
自
由
」
に
参
加
で
き
、参
加
者
の
「
協
力
」

と
「
交
流
」
の
も
と
、「
好
き
な
コ
ト
や
特
技
な
ど
を
シ
ェ
ア
」

し
な
が
ら
、「
笑
顔
の
た
え
な
い
」
イ
ベ
ン
ト
を
「
参
加
者
全

員
で
つ
く
り
あ
げ
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

色
ん
な
テ
ー
マ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
が
20
以
上
！

　
出
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
は
20
以
上
で
、
6
つ
の
テ
ー
マ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。歴
史
で
は
、「
ク
イ
ズ
」、「
紙
し
ば
い
」、「
ま

が
玉
」、
「
ガ
ラ
ス
玉
」、
「
時
代
衣
装
体
験
」。
自
然
で
は
、「
森

の
散
策
」、「
ド
ン
グ
リ
や
葉
っ
ぱ
で
工
作
」、「
野
鳥
観
察
」、「
チ

リ
モ
ン
」。
地
域
の
暮
ら
し
で
は
「
特
産
物
収
穫
祭
」、
「
泉
州

名
物
の
料
理
教
室
」、
「
泉
州
木
綿
か
ら
糸
つ
む
ぎ
」、
「
方
言
」、

「
見
ど
こ
ろ
ツ
ア
ー
」。
遊
び
で
は
「
こ
ま
」、
「
か
ら
く
り
お

も
ち
ゃ
」。
季
節
に
応
じ
て
楽
し
め
る
も
の
で
は「
桜
ま
つ
り
」、

「
ひ
な
人
形
」。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
「
コ
ン
サ
ー
ト
」、「
ダ

ン
ス
」、「
祭
り
ば
や
し
」。
そ
の
他
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」、「
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、
「
写
真
撮
影
会
」、
「
雅
楽
」
な
ど
も
。
 

い
ろ
ん
な
団
体
、
個
人
と
い
っ
し
ょ
に
で
き
そ
う
！

　
呼
ん
で
み
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
団
体
で
は
「
案
内
人
の
会
」、

「
里
山
と
自
然
を
守
る
会
」、
小
中
学
校
「
吹
奏
楽
部
」
と
い
っ

た
地
元
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
様
々
な
団
体
を

は
じ
め
、「
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館
」
や
「
小
谷
城
郷
土
資
料

館
」、
「
弥
生
学
習
館
」
と
い
っ
た
博
物
館
。
ま
た
、
知
る
人

ぞ
知
る
一
芸
に
秀
で
た
個
人
の
方
の
お
名
前
も
で
ま
し
た
。
 

埋
文
セ
ン
タ
ー
と
海
会
寺
跡
広
場
を
め
い
っ
ぱ
い
使
お
う
！
 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
①
館
内
専
用
、
②
舞
台
、
音
楽
、
③
飲
食

系
、
④
子
ど
も
向
け
、
⑤
海
会
寺
跡
広
場
に
分
け
て
考
え
て

み
ま
し
た
。
①
で
は
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
や
ヒ
ナ
人
形
の
展
示

な
ど
を
、
②
は
マ
イ
ブ
ン
の
大
階
段
を
客
席
に
、
③
は
「
長
ー

い
ベ
ン
チ
」
と
対
面
し
ペ
ア
に
な
る
よ
う
、
④
普
段
は
職
員

駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
エ
リ
ア
を
子
ど
も
向
け
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
開
放
し
、「
チ
リ
モ
ン
」
や
「
昔
遊
び
」
な
ど
を
、
⑤
で

は
広
い
海
会
寺
跡
広
場
一
帯
を
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

次
回
は
来
年
の
1/
23
で
す

　
テ
ー
マ
「
実
行
す
る
ア
イ
デ
ア
を
決
め
る
（
仮
）」

皆
さ
ん
の
意
見
を
ま
と
め
た
案
を
も
と
に
、
ベ
ン
チ
の

デ
ザ
イ
ン
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
の
中
身
を
、
じ
っ
く
り

話
し
合
い
な
が
ら
、
決
定
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
26
年
1
月
23
日
（
木
）
午
後
7
時
～
午
後
9
時

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
担
当
：
城じ
ょ
う
の 野
・
河
田
）

　
　
　

■
次
回
の
ご
案
内
-ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
■

せ
ん
な
ん
カ
ン
ヴ
ァ
ス
「
文
化
財
の
活
用
か
ら
は
じ
め
る
地
域
の
魅
力
づ
く
り
」
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

泉
南
の
レ
ト
ロ
な
レ
ン
ガ
で
作
る
か
ま
ど
ベ
ン
チ

第
2
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

カ
マ
ド
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る

02 日
時
：
平
成
25
年
12
月
12
日
（
木
）

 
午
後
7
時
～
午
後
9
時

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
18
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

19
：
00
　
挨
拶

19
：
05
　
ふ
り
か
え
り

19
：
10
　
チ
ー
ム
の
役
割
説
明
と
、
参
加
者
の
チ
ー
ム
選
択

19
：
15
　
カ
マ
ド
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
条
件
説
明

19
：
25
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
か
ま
ど
班
」
の
テ
ー
マ

　
　
か
ま
ど
の
デ
ザ
イ
ン
と
レ
イ
ア
ウ
ト

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
」
の
テ
ー
マ

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
絞
込
み
と
レ
イ
ア
ウ
ト

20
：
50
　
発
表

21
：
15
　
終
了

■
こ
の
日
の
な
が
れ
　
前
回
の
振
り
返
り
の
あ
と
、
参
加
者
各
自
の
意
志
で
、「
か
ま
ど
班
」
と
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
」
に
わ

か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め
ま
し
た
。
予
定
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
二
部
構
成
で
、
か
ま
ど
班
は
①
ベ
ン
チ
の
デ
ザ

イ
ン
と
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
た
の
ち
、
②
提
供
す
べ
き
食
材
と
連
携
で
き
そ
う
な
人
・
団
体
の
抽
出
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
は
①

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
絞
り
込
み
と
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
た
の
ち
、
②
お
も
て
な
し
方
法
と
連
携
で
き
そ
う
な
人
の
抽
出
を
行
う
予
定

で
し
た
が
…
議
論
が
白
熱
（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
）。
各
班
と
も
に
、
②
の
課
題
は
次
回
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
か
ま
ど
班
で
の
話
し
合
い
■

「
気
軽
に
子
ど
も
も
集
え
る
癒
し
の
ベ
ン
チ
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
！

　
ま
ず
大
切
に
し
た
い
の
は
、
こ
の
ベ
ン
チ
に
い
つ
も
人
が

い
る
こ
と
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
各
自
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
ま
し
た
。
結
果「
子
ど
も
で
も
」「
気
軽
に
」集
え
て
、

「
い
や
し
の
場
」
に
な
る
と
同
時
に
、「
品
格
」
や
「
耐
久
性
」、

「
災
害
時
に
炊
き
出
し
の
場
」
と
し
て
使
え
る
よ
う
な
、
頼
り

が
い
の
あ
る
ベ
ン
チ
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

機
能
は
、
座
っ
て
+
寝
そ
べ
っ
て
+
向
い
あ
っ
て
+
机
+
か
ま
ど

　
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
具
体
的
な
方
法
を
考
え
て
み
ま

し
た
。
ま
ず
大
切
に
し
た
い
の
は
、
作
る
過
程
を
共
有
す
る

こ
と
（
来
年
2
月
に
実
施
予
定
）。
具
体
的
な
ベ
ン
チ
の
機
能

と
し
て
は
、「
机
」
が
あ
っ
て
、「
向
い
あ
っ
て
」
す
わ
っ
た
り
、

「
寝
そ
べ
っ
た
り
」
で
き
る
こ
と
、
く
わ
え
て
「
か
ま
ど
」
と

し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
（
ベ
ン
チ
兼
用
で
は
高
さ

不
足
）。
「
冬
は
暖
か
く
（
日
向
に
設
置
）」
、「
夏
は
涼
し
い
（
日

陰
に
設
置
）」
な
ど
の
条
件
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

「
表
彰
台
型
ベ
ン
チ
」
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
増
改
築
！

　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
機
能
や
条
件
を
実
現
す
る
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
座
っ
て
+
寝
そ
べ
っ
て
+
向
い
あ
っ
て
+
か
ま

ど
+
机
で
す
。
こ
れ
を
「
表
彰
台
」
型
の
ベ
ン
チ
で
実
現
。

5
つ
の
機
能
を
実
現
す
る
た
め
に
長
さ
は
6
ｍ
以
上
に
。
設

置
位
置
は
、「
夏
は
涼
し
く
」、
「
道
か
ら
目
立
つ
」
を
重
視
し

日
陰
に
な
る
建
物
沿
い
に
し
ま
し
た
。「
品
格
」
と
「
か
わ
い

い
」
も
同
居
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、
完
成
後
も
使
い
こ
な

し
な
が
ら
増
築
す
る
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

大阪府・enocoの支援によるワークショップの概要

第2回目12/12のニュースレター



14

せ
ん
な
ん
カ
ン
ヴ
ァ
ス
「
文
化
財
の
活
用
か
ら
は
じ
め
る
地
域
の
魅
力
づ
く
り
」
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

泉
南
の
レ
ト
ロ
な
レ
ン
ガ
で
作
る
か
ま
ど
ベ
ン
チ

第
３
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

カ
マ
ド
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
る

03 日時：平成26
年
1
月
23
日
（
木
）

 
午
後
7
時
～
午
後
9
時

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
19
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

19
：
00
　
あ
い
さ
つ

19
：
05
　
ふ
り
か
え
り

19
：
15
　
参
加
者
の
チ
ー
ム
選
択

19
：
15
　
1/
9
に
話
し
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
共
有

19
：
35
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
か
ま
ど
班
」
の
テ
ー
マ

　
　
・
か
ま
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
確
定

　
　
・
料
理
と
食
材
を
考
え
る

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
」
の
テ
ー
マ

　
　
・
各
ゾ
ー
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集

　
　
・
チ
ラ
シ
づ
く
り

　
　
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
づ
く
り

20
：
35
　
発
表

21
：
00
　
終
了

■
1/
9
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を
検
討
し
ま
し
た
　
前
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
12
/1
2）
の
あ
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
検

討
会
を
実
施
（
参
加
者
11
名
）。
こ
の
日
つ
く
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を
も
と
に
、
今
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

■
こ
の
日
の
な
が
れ
　
2/
9
の
か
ま
ど
作
り
と
、
3/
15
の
完
成
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て
の
話
し
合
い
。
ま
ず
、
各
自
の
意

志
で
、「
か
ま
ど
班
」
と
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
」
に
わ
か
れ
ま
し
た
。「
か
ま
ど
班
」
で
は
デ
ザ
イ
ン
決
定
と
3/
15
の
完
成
イ
ベ

ン
ト
で
の
メ
ニ
ュ
ー
検
討
を
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
」
で
は
3/
15
の
完
成
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

■
か
ま
ど
班
で
の
話
し
合
い
■

ふ
た
つ
の
ベ
ン
チ
案

　
前
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
か
た
め
た
原
案
（
座
面
と
机
が

離
れ
て
い
る
）
と
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
案
（
右
下
図
）
の

2
案
を
比
較
し
、話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
自
由
に
意
見
交
換
。
ベ
ン
チ
や
カ
マ
ド
と
し

て
の
機
能
を
重
視
す
る
の
も
大
切
だ
が
、「
利
用
者
に
と
っ
て

安
全
な
デ
ザ
イ
ン
」
を
優
先
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
。

子
ど
も
が
安
全
な
ベ
ン
チ

　
ど
ん
な
ベ
ン
チ
な
ら
安
全
な
の
か
を
話
し
合
う
な
か
で
、

や
は
り
「
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
て
も
ケ
ガ
を
し
に
く
い
ベ
ン

チ
」
を
軸
に
デ
ザ
イ
ン
の
細
部
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
想
像
も
し
な
い
遊
び
を
考
え
る
の

が
子
ど
も
た
ち
。
座
面
を
走
っ
て
飛
び
越
し
た
り
し
な
い
か
、

座
面
と
机
を
飛
び
石
み
た
い
に
遊
ば
な
い
か
、
壁
面
を
足
で

蹴
っ
た
り
ボ
ー
ル
あ
て
な
ど
し
な
い
か
な
ど
、
皆
さ
ん
子
ど

も
の
気
持
ち
に
な
っ
て
危
な
い
要
素
を
考
え
た
結
果
、
収
納

な
し
（
空
洞
な
し
）
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
案
で
決
定
。

　
さ
ら
に
話
は
進
み
、
①
座
面
と
机
に
つ
か
う
ス
ノ
コ
に
は

「
体
に
優
し
い
塗
料
」
を
使
う
、
②
ス
ノ
コ
を
固
定
す
る
ビ
ス

は
「
引
っ
か
か
ら
な
い
意
匠
の
も
の
」
を
使
う
、
③
か
ま
ど

焚
口
は
普
段
ふ
さ
い
で
お
く
、
等
の
案
が
提
案
さ
れ
、
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
っ
た
か
「
俺
の
ス
ー
プ
」
+
ホ
カ
ホ
カ
「
ま
き
ま
き
パ
ン
」

　
3/
15
の
完
成
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
マ
ド
で

つ
く
っ
た
あ
っ
た
か
ス
ー
プ
に
、
自
分
で
焼
い
た
ま
き
ま
き

パ
ン
で
決
定
。
ス
ー
プ
は
メ
ン
バ
ー
有
志
4
名
に
よ
る
「
俺

の
ス
ー
プ
コ
ン
テ
ス
ト
（
2/
3）
」
で
確
定
す
る
こ
と
に
。

か
ま
ど
ベ
ン
チ
の
デ
ザ
イ
ン
は
こ
の
案
に
決
定

■
今
後
の
予
定
の
ご
あ
ん
な
い
■

■
打
合
せ
①
　
ス
ー
プ
の
試
食
会
　
2/
3
■

3/
15
の
完
成
イ
ベ
ン
ト
に
用
意
す
る
ス
ー
プ
の
試
食
会
。
有

志
が
作
っ
た
4
と
お
り
の
「
俺
の
ス
ー
プ
」
を
味
わ
え
ま
す
。

日
時
：
2
月
3
日
（
月
）
午
後
7
時
か
ら
1
時
間
程
度

■
打
合
せ
②
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
打
合
せ
　
2/
9
■

3/
15
の
完
成
イ
ベ
ン
ト
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
話
合
い
ま
す
。

カ
マ
ド
作
り
を
眺
め
な
が
ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
：
2
月
9
日
（
日
）
午
後
1
時
か
ら
２
時
間
程
度

　
①
②
い
ず
れ
も
場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
問
合
せ
：
07
2-
48
3-
67
89
（
担
当
：
城じ
ょ
う
の 野
・
河
田
）

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
た
い
方

大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
で
の
話
し
合
い
■

何
を
担
当
し
よ
う
か
な
？

　
本
日
の
目
標
は
チ
ラ
シ
の
作
成
。
ま
ず
は
各
ゾ
ー
ン
の
中

心
を
担
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
選
ぶ
と
こ
ろ

か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
責
任
重
大
な
ト
コ
ロ
だ
け
に
そ
う

簡
単
に
は
決
ま
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
自
分
が
や
っ
て
み
た
い
！

参
加
し
て
み
た
い
！
と
思
う
ゾ
ー
ン
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
考
え

て
み
ま
す
。「
『
コ
マ
』
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
る
か
ら

昔
あ
そ
び
の
ゾ
ー
ン
に
」
の
よ
う
に
、
自
分
な
り
の
楽
し
み

方
を
見
出
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。
 

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
親
子
連
れ

　
コ
ア
と
な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
絞
っ
て
み
ま
し
た
。
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
案
を
吟
味
し
た
結
果
、「
親
子
連
れ
」を
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、と
り
わ
け「
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
」

の
笑
顔
や
歓
声
に
包
ま
れ
た
場
に
し
た
い
と
の
意
見
で
一
致

し
ま
し
た
。
 

イ
ベ
ン
ト
タ
イ
ト
ル
決
定
！

　
次
に
一
番
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
タ
イ
ト
ル
！
「
春
」、「
弥
生
」、

「
遊
ぶ
」、
「
森
」
等
々
、
実
に
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
え
て

い
た
だ
き
、
最
終
的
に
は
『
春
だ
！
祭
り
だ
！
全
員
集
合
!!』

と
い
う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
決
定
し
ま
し
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

は
少
し
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
こ
と
に
。
 

ゾ
ー
ン
の
名
前
と
目
玉
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ゾ
ー
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
①
名
前
と
、
②
目
玉
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
出
し

ま
し
た
が
、最
終
的
に
次
の
よ
う
に
決
定
。
A
ゾ
ー
ン
：
①
「
む

か
し
む
か
し
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」、
②
古
代
衣
装
の
体
験
、

B
ゾ
ー
ン
：
①
「
音
舞
台
♪
」、
②
な
つ
か
し
の
歌
声
喫
茶
（
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
＋
歌
唱
）、
C
ゾ
ー
ン
：
①
「
せ
ん
な
ん
の
ご

ち
そ
う
さ
ん
」、
②
こ
れ
か
ら
の
お
楽
し
み
♪
（
か
ま
ど
班
の

み
な
さ
ん
、
期
待
し
て
い
ま
す
よ
～
）、
D
ゾ
ー
ン
：
①
「
遊

遊
（
ゆ
う
ゆ
う
）
ひ
ろ
ば
」、
②
チ
リ
モ
ン
、E
ゾ
ー
ン
：
①
「
体

験
！
遺
跡
の
森
」、
②
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
 

ゴ
ー
ル
ま
で
笑
顔
で
！

　
今
後
は
こ
れ
ら
を
も
と
に
チ
ラ
シ
づ
く
り
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
の
検
討
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。

次
回
は
2/
9
の
か
ま
ど
ベ
ン
チ
作
り
の
日
に
集
ま
る
こ
と
を

確
認
し
て
、
本
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
終
了
で
す
。
ど
う

も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！
プ
ロ
グ
ラ
ム
班
の
み
な
さ
ん
、ゴ
ー

ル
ま
で
笑
顔
で
ガ
ン
バ
リ
ま
し
ょ
う
ね
ー
！

2/
9
は
ま
い
ぶ
ん
で
か
ま
ど
ベ
ン
チ
作
り

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
カ
タ
チ
に
し
た
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
つ

く
り
ま
す
。
途
中
、
あ
っ
た
か
ス
ー
プ
と
ホ
カ
ホ
カ
「
ま
き

ま
き
パ
ン
」
の
試
食
も
あ
り
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の

皆
さ
ま
の
「
ち
ょ
こ
っ
と
見
に
く
る
だ
け
」
も
大
歓
迎
で
す
。

日
程
：
平
成
26
年
2
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
・
見
学
の
問
合
せ
：
07
2-
48
3-
67
89
（
担
当
：
河
田
）

■
か
ま
ど
作
り
の
ご
あ
ん
な
い
■

大阪府・enocoの支援によるワークショップの概要

第3回目1/23のニュースレター
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10．附編

泉南市埋蔵文化財センター条例  

 平成 9 年 4 月 4 日

             　条例第 10 号

( 設置 )

第 1 条発掘調査等で得られた考古学的資料 ( 以下「資料」という。) の

保存及び活用を図り、歴史に対する理解を深め、市民文化の向上に資

するため泉南市埋蔵文化財センター ( 以下「センター」という。) を設

置する。

( 名称及び位置 )

第 2 条センターの名称及び位置は、次のとおりとする。

( 業務 )

第 3 条センターは、次の業務を行う。

(1) 資料の収集、整理及び保存に関すること。

(2) 埋蔵文化財の調査研究及び活用に関すること。

(3) 資料を展示し、公開すること。

(4) 資料に関する講演会、講習会及び研究会等に関すること。

(5) その他泉南市教育委員会 ( 以下「委員会」という。) が設置目的を

達成するために必要と認める業務

( 入館の制限 )

第 4 条委員会は、入館者が次の各号のいずれかに該当するときは、入

館を断り、又は退館を命ずることができる。

(1) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。

(2) 施設又は設備等を毀損し、又は汚損するおそれがあるとき。

(3) 資料等を汚損し、若しくは損傷し、又は亡失させるおそれがあると

き。

(4) 前 3 号に定めるもののほか、管理上支障があるとき。

( 損害の賠償 )

第 5 条何人もセンターの施設若しくは設備を毀損し、又は備品若しく

は資料等を亡失し、若しくは損傷したときは、これを修理し、又はそ

の損害を賠償しなければならない。ただし、委員会がやむを得ない理

由があると認めたときは、この限りでない。

( 職員 )

第 6 条センターに必要な職員を置く。

( 委任 )

第 7 条この条例に定めるもののほか、センターの管理運営に関し必要

な事項は、委員会規則で定める。

附則

この条例は、平成 9 年 4 月 27 日から施行する。

泉南市埋蔵文化財センター条例施行規則

          平成 9 年 4 月 4 日

           教育委員会規則第 1 号

( 趣旨 )

第 1 条この規則は、泉南市埋蔵文化財センター条例 ( 平成 9 年泉南市

条例第 10 号。以下「条例」という。) 第 7 条の規定に基づき、泉南市

埋蔵文化財センター ( 以下「センター」という。) の管理運営について

必要な事項を定めるものとする。

( 開館時間及び休館日 )

第 2 条センターの開館時間は、午前 9 時 30 分から午後 4 時 30 分ま

でとする。

2 センターの休館日は、次のとおりとする。

(1) 国民の祝日に関する法律 ( 昭和 23 年法律第 178 号 ) に規定する休日

(2) 毎週土曜日及び日曜日

(3)12 月 28 日から翌年 1 月 5 日までの日

3 前 2 号の規定にかかわらず、泉南市教育委員会 ( 以下「委員会」と

いう。) が必要と認めるときは、開館時間及び休館日を変更し、又は臨

時に休館することがある。

( 資料の貸出し )

第 3 条条例第 1 条に規定する資料 ( 以下「資料」という。) は、教育的

目的又は学術研究に使用する場合に限り、館外に貸出しをすることが

ある。

2 資料の貸出しを受けようとする者は、資料貸出申請書 ( 様式第 1 号 )

を委員会に提出し、その許可を受けなければならない。

3 委員会は、前項の規定により許可したときは、資料貸出許可書 ( 様式

第 2 号 ) を交付する。

( 行為の禁止 )

第 4 条センターでは、次の行為をしてはならない。

(1) 所定の場所以外で喫煙し、又は火気を使用する行為

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぼす行為

(3) 所定の場所以外に無断で立ち入る行為

(4) その他管理上支障をきたす行為

( 委任 )

第 5 条この規則に定めるもののほか、必要な事項は、委員会が別に定

める。

附則

この規則は、平成 9 年 4 月 27 日から施行する。

附則 ( 平成 17 年 3 月 2 日教委規則第 1 号 )

この規則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。

史跡海会寺跡広場条例    　

 　平成 7 年 6 月 27 日

            　条例第 11 号

( 設置 )

第 1 条史跡海会寺跡を保存するとともに市民にこれと親しむ場を提供

し、もって市民の文化的向上に資するため、史跡海会寺跡広場 ( 以下

「海会寺跡」という。) を泉南市信達大苗代に設置する。

( 施設 )

第 2 条海会寺跡に次に掲げる施設を置く。

(1) 塔、講堂、回廊、基壇等の復元された歴史的建造物

(2) 積層面遺構露出保護展示施設

(3) 広場

( 管理 )

第 3 条海会寺跡は、泉南市教育委員会 ( 以下「教育委員会」という。)

が管理する。

( 入場の制限 )

第 4 条教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認められる場

合は、海会寺跡への入場を制限することができる。

(1) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。

(2) 施設を損傷し又は汚損するおそれがあるとき。

(3) 前 2 号に定めるもののほか、管理上支障があるとき。

( 委任 )

第 5 条この条例に定めるもののほか、海会寺跡の管理に関し必要な事

項は、教育委員会規則で定める。

附則

この条例は、公布の日から施行する。

名　称 位　置

　泉南市埋蔵文化財センター 　泉南市信達大苗代 374-4
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史跡海会寺跡広場条例施行規則
平成 7 年 6 月 27 日

教育委員会規則第 5 号

( 趣旨 )

第 1 条この規則は、史跡海会寺跡広場条例 ( 平成 7 年泉南市条例第 11

号。以下「条例」という。) 第 5 条の規定に基づき、史跡海会寺跡広場

( 以下「海会寺跡」という。) の管理運営について必要な事項を定める

ものとする。

( 入場者の遵守事項 )

第 2 条海会寺跡の入場者は、次の各号に掲げる事項を守らなければな

らない。

(1) 樹木を伐採し、又は植物を採取してはならない。

(2) 土地の形質を変更してはならない。

(3) 鳥獣類を捕獲し、又は殺傷してはならない。

(4) 車両を乗り入れてはならない。

(5) 立入禁止区域に立ち入ってはならない。

(6) はり紙、はり札又は広告を表示してはならない。

資料貸出申請書

年　　月　　日

　泉南市教育委員会殿

申請者　住所 ( 所在地 )　　　　　　

氏名 ( 名称）　　　　　　　

代表者名（印）　　　　　　

Tel.　　　　　　　　　　　

　

　下記のとおり、埋蔵文化財センターが管理する資料の貸出を受けたい

　ので申請します

利用目的

貸出期間 　年　月　日　から　　　年　月　日まで

利用場所

利用方法

貸出資料 分類番号 品名 数量 備考

輸送方法

取扱責任者

資料貸出許可書
泉南教委生発第号

年　　月　　日

　　　　　　　　　　　殿

泉南市教育委員会　

　年　月　日付けで申請のありましたセンター資料の貸し出しについて

　は、次のとおり許可します。

利用目的

貸出期間 　年　月　日　から　　　年　月　日まで

利用場所

利用方法

貸出資料 分類番号 品名 数量 備考

輸送方法

許可条件

(7) 他人の迷惑となる行為をしてはならない。

( 損害賠償 )

第 3 条海会寺跡の利用者が施設又は設備を損壊し、汚損し、又は滅失

したときは、これを修理し、若しくは原状回復し、又はその損害を賠

償しなければならない。ただし、利用者の責めに帰することができな

いときは、この限りではない。

( 積層面遺構露出保護展示施設 )

第 4 条条例第 2 条第 2 号に掲げる積層面遺構露出保護展示施設 ( 以下

「展示施設」という。) の利用時間は、午前 10 時から午後 4 時までと

する。ただし、泉南市教育委員会 ( 以下「教育委員会」という。) が必

要と認めるときはこれによらないことができる。

2 展示施設の閉休日は次のとおりとする。ただし、教育委員会が必要

と認めるときはこれによらないことができる。

(1)12 月 28 日から翌年 1 月 5 日までの期間

( 委任 )

第 5 条この規則の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。

附則

この規則は、公布の日から施行する。



利用案内

所在地：大阪府泉南市信達大苗代 374-4 史跡海会寺跡広場前

電話：072-483-6789

FAX：072-483-7089

メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp

ホームページ：http://www.city.sennan.osaka.jp/~maibun/maibunn-top.htm

開館時間：9 時 30 分～ 16 時 30 分

休館日：土・日曜日・祝日（第 2・4 土曜日は開館）・年末年始

入館料：無料
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